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      第 27期生入学 新年度スタート 

      入学生の皆さん、ご入学おめでとうございます。新型コロナウィルス感染症拡大防止対策として、来賓の皆様、保護者

の皆様のご参列をご遠慮頂いた異例な形での入学式でした。入学式は入学生の皆さんにとり人生の節目であり、看護師

を目指すスタートの日でもあります。新しい環境の緊張･不安と学校生活への期待と「目に見えない」新型コロナウィル

スに対する恐怖が交錯し複雑な心境にあったかと思います。２年生、3年生も 4月 3日から授業を開始し、一人ひとり

の学生が「感染予防対策」に心がけ、新年度をスタートしたところでした。 

４月 16日、特別措置法に基づき、全国の都道府県を「緊急事態宣言」の対象地域に指定しました。また、北海道知事

より、全道一斉の小中高等学校休校の要請をうけ、富良野市内の小中学校の臨時休業の措置をとりました。本校も学生

の皆さんの命と健康、看護師を目指す夢と未来を守ることを第一に考え、臨時休業の措置をとることを決定し、４月 21

日から５月８日までを臨時休業としました。現在、学生の皆さんは自宅で課題学習に取り組んでいます。 

「看心ふらの」は、今年も学校生活、看護師のたまごとしての成長を発信し続けます。今回は入学式の様子をお知らせ

します。                                        （校長 澤田） 

 「今、できること」「今、すべきこと」 こころを一つにして、笑顔と忍耐で乗り切りましょう！！ 
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誓いの言葉                 

寒さの厳しい富良野にも穏やかな春の訪れを感じられる今日この日、私達 23

名は第 27 期生として、ここ富良野看護専門学校に入学しました。生まれ育った

この富良野という地で、夢の第一歩を踏み出せたことを大変嬉しく、誇りに思い

ます。 

今、世界中が目に見えないウィルスにより、恐怖にさらされ、多くの人が不安

な思いや制限された生活を余儀なくさせられています。医療現場では、あふれる

ばかりの患者さんが廊下にまで寝かされている光景は衝撃的なものでした。ま

た、医師や看護師が 1 人でも多くの命を救うために命がけの治療をしている姿を

見て、胸を打たれます。私達が今するべきことは、今後起こりうる感染症や災害

に備え、しっかりと勉強し、地域に貢献できる看護師になることです。 

看護師は、人の命を預かる大変責任と覚悟が必要な仕事です。しかし、患者さ

ん一人ひとりの心に寄り添い、不安や苦しみを和らげることのできるやりがいの

ある仕事でもあります。私達は病気や障がいを持つ人々の不安や苦しみに寄り添

い、温かさのある看護で日常生活を支えられるよう、正確な知識と技術、そして、

相手を思いやる温かな心を学んでいきたいと思います。 

看護師への道は、厳しく、くじけそうになることもあると思いますが、ここに

入学した仲間とともに助けあいながら、成長していくことを誓います。 

                         令和 2 年 4 月 6 日 
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第 27期生 23名をご紹介します。感染防止対策からマスクを着用しました。 

第 27期生 23名をご紹介します。 

時節柄、マスク姿でごめんなさい。 

第 2号発刊は 8月末位を予定しています。徹底した感染防止対策で日々を過ごしましょう！！ 


